
　
肉
用
繁
殖
牛
の
子
牛
価

格
は
安
定
し
、畜
産
経
営

意
欲
も
高
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
年
々
生
産
農
家
の

減
少
や
担
い
手
不
足
に
直

面
し
て
い
る
が
振
興
策
を

伺
う
。

　
ま
た
購
入
飼
料
や
農
作

物
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
多

発
し
て
い
る
が
そ
の
対
策

も
併
せ
て
伺
う
。

　　

牛
の
導
入
時
、市
場
出

荷
費
用
、ア
カ
バ
ネ
予
防
注

射
、肉
牛
繁
殖
雌
牛
導
入

資
金
の
貸
与
、牧
草
地
の

除
染
な
ど
、畜
産
経
営
の

健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。ま
た
分
娩
監
視
シ
ス
テ

ム
や
監
視
カ
メ
ラ
導
入
な

ど
、検
討
す
る
。

　

イ
ノ
シ
シ
対
策
は
電
気

木
柵
購
入
費
助
成（
上
限
５

万
円
）、捕
獲
の
助
成
を
し

て
い
る
。

　
現
在
の
雌
牛
導
入
費
の

貸
与
条
件
は
２
頭
か
ら
１９

頭
と
し
て
い
る
が
、こ
れ

ら
の
条
件
を
緩
和
で
き
な

い
か
。

　　

雌
牛
導
入
費
貸
与
に
つ

い
て
は
利
用
農
家
が
増
え

れ
ば
補
正
予
算
を
組
み
対

応
す
る
。ま
た
頭
数
の
範

囲
に
つ
い
て
も
修
正
し
対

応
す
る
。

　
イ
ノ
シ
シ
対
策
の
電
気

柵
の
助
成
枠
を
農
家
の
規

模
に
準
じ
拡
大
す
べ
き
。

　

大
規
模
農
家
で
も
１０
万

円
の
電
気
柵（
助
成
５
万

円
）で
対
応
で
き
る
は
ず
。

　

鳥
獣
対
策
で
調
教
し
た

犬
の
放
し
飼
い
や
、超
音
波

発
生
器
で
成
功
し
た
事
例

が
あ
る
が
。

　

犬
の
放
し
飼
い
は
無
理

と
思
う
が
、超
音
波
発
生

機
の
貸
し
出
し
は
検
討
し

た
い
。

関
根 

政
雄 
議
員

再
質
問

再
質
問

再
質
問

質 

問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
農
林
商
工
課
長
） イノシシの被害が後を絶たない購入飼料
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生産者の前向きな要望には
　　　　　　　　　  応えたい

問
集
落
間
の
組
の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き

各
区
長
と
相
談
の
う
え
対
応
を
検
討
す
る

答
　

組
内
の
共
同
作
業
や
伝

統
行
事
の
継
承
な
ど
が
困

難
な
集
落
が
出
て
き
て
い

る
。組
織
の
編
成
替
え
や
、

各
行
政
区
長
を
通
し
て
の

実
態
調
査
や
検
討
会
を
実

施
す
る
な
ど
、地
域
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
と
組
織

の
強
化
を
図
る
こ
と
が
急

務
で
は
な
い
か
。

　

組
に
よ
っ
て
は
共
同
作

業
の
一
部
を
免
除
し
て
い

る
集
落
も
あ
り
、行
政
区

長
会
の
際
に
も
、組
内
の

活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
か

な
い
時
は
、役
場
職
員
を

向
け
る
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。ま
た
納
税
組
合

の
組
み
替
え
は
、成
り
立

ち
の
経
過
や
祭
礼
な
ど
事

情
が
異
な
り
、見
直
し
は

難
し
い
。

　

戸
数
の
少
な
い
組
は
ど

の
く
ら
い
あ
る
か
。

　

２
戸
の
組
は
西
野
、富

田
で
各
１
組
。３
戸
の
組
は

中
野
２
、東
石
２
、富
田

２
、渡
瀬
２
で
１２
組
。４
戸

が
１７
組
で
あ
る
。

　

共
同
作
業
時
の
作
業
員

の
補
填
や
小
規
模
組
の

統
合
な
ど
区
長
、行
政
連

絡
員
の
業
務
の
軽
減
を

図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

高
齢
者
の
義
務
免
除
の

年
齢
な
ど
、共
通
の
取
り

決
め
を
検
討
し
た
い
。

農
業
振
興

答
弁（
村
長
）

再
質
問

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

畜産の振興策とイノシシ対策を示せ

答

問



遠
藤 

貴
人 

議
員

再
質
問

再
質
問

再
質
問

質 

問

　

複
式
学
級
解
消
の
た

め
、
5
つ
の
村
内
小
学
校

を
統
合
し
現
在
に
至
る
鮫

川
小
学
校
。
そ
れ
ぞ
れ
の

小
学
校
に
制
定
さ
れ
て
い

た
制
服
が
、
デ
ザ
イ
ン
の

相
違
な
ど
か
ら
統
合
時
に

廃
止
に
な
っ
た
も
の
と
推

察
す
る
。
制
服
は
学
校
や

学
生
の
象
徴
で
あ
る
と
同

時
に
『
制
服
を
通
じ
て
規

律
を
学
ぶ
、
仲
間
と
の
絆

を
強
く
す
る
、
平
等
な
教

育
環
境
を
つ
く
る
』
な
ど

の
様
々
な
効
果
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
学
校
制
服
が

制
定
さ
れ
て
い
な
い
現
況

に
つ
い
て
伺
う
。

 　

統
合
す
る
に
あ
た
り
、

制
服
を
新
た
に
揃
え
る
の

は
保
護
者
の
負
担
に
な
る

の
で
廃
止
し
、
統
合
後
の

小
学
校
及
び
P
T
A
の
新

体
制
で
対
応
し
現
在
に
至

る
。
小
学
校
6
年
間
は
身

体
的
成
長
が
著
し
い
時
期

の
た
め
、
平
成
30
年
4
月

に
青
生
野
小
学
校
と
鮫
川

小
学
校
が
統
合
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
そ
の
後
に

保
護
者
や
小
学
校
の
意
見

を
尊
重
し
た
い
。

 　
教
育
長
自
身
が
制
服
は

必
要
と
考
え
る
か
、
そ
う

で
は
な
い
か
、
率
直
な
考

え
を
伺
う
。

 　
物
の
豊
か
な
今
の
時
代

に
服
装
を
決
め
ら
れ
て
し

ま
う
と
、
暑
く
て
も
寒
く

て
も
制
服
を
着
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
そ
う
い
っ
た

理
由
で
制
服
が
必
要
だ

と
い
う
保
護
者
は
少
な

か
っ
た
。

 　
入
学
式
や
卒
業
式
の
都

度
、
式
に
相
応
し
い
服
装

を
揃
え
て
い
る
保
護
者
か

ら
は「
制
服
が
あ
れ
ば…

」

と
い
っ
た
声
も
少
な
く
な

い
。
同
時
に
、
制
服
に
は

経
済
格
差
を
覆
い
隠
す
意

味
も
あ
る
と
考
え
る
が
。

 　

制
服
か
ら
離
れ
る
が
、

こ
ど
も
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は

本
当
に
カ
ラ
フ
ル
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
変
わ
っ
て
き
て
い
る

ん
だ
な
と
感
じ
る
。
服
装

に
つ
い
て
も
、
家
族
、
こ

ど
も
と
一
緒
に
考
え
て
し

か
る
べ
き
。

 　
今
年
の
新
1
年
生
は
20

数
人
で
、
今
後
も
入
学
児

童
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
現
状
の
中
、

保
護
者
が
仮
に
制
服
を
望

む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を

支
援
す
る
こ
と
も
、
子
育

て
応
援
の
一
助
に
な
る
の

で
は
。

 　

こ
ど
も
の
意
見
、
保
護

者
の
意
見
を
尊
重
し
て
、

統
合
後
に
小
学
校
の
制
服

を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は

良
い
考
え
。
私
が
支
援
の

結
論
を
話
す
と
公
平
で
は

な
い
。
教
育
長
の
考
え
を

ま
と
め
て
、
そ
れ
か
ら
の

相
談
に
し
て
い
く
。

答
弁（
村
長
）

11 さめがわ議会だより第149号

こども、保護者の意見を尊重する

教室で授業を受ける鮫川小学校の一年生

学校制服の必要性を
　　　　どのように考えるか

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
教
育
長
）

答
弁（
教
育
長
）

学
校
教
育 答

問
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英
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議
員
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再
質
問

再
質
問

質 

問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

国、県の補助事業を
　　　　 調査検討する

　
村
で
は
平
成
26
年
に
西

島
旅
館
の
権
利
を
取
得
し

た
。
現
在
、
温
泉
の
一
部

が
さ
ぎ
り
荘
で
利
用
さ
れ

て
い
る
が
、
大
半
の
温
泉

が
川
に
流
れ
て
い
る
。
非

常
に
も
っ
た
い
な
く
、
大

金
を
投
じ
て
取
得
し
た
温

泉
で
あ
り
、
村
経
済
の
活

性
化
、
雇
用
、
就
労
の
拡

大
を
図
る
た
め
、
温
泉
の

利
活
用
策
を
示
せ
。

 

　

村
で
は
旧
西
島
旅
館
の

土
地
及
び
温
泉
の
権
利
を

取
得
し
、
周
辺
環
境
整
備

を
含
め
、
温
泉
を
利
用
し

た
地
域
の
活
性
化
を
図
る

計
画
を
進
め
て
い
る
。
湯

の
田
温
泉
活
用
基
本
構
想

が
報
告
さ
れ
、
今
後
の
利

活
用
の
方
向
性
が
示
さ
れ

た
。
具
体
的
な
計
画
、
事

業
化
に
つ
い
て
は
、
国
、

県
の
補
助
事
業
の
調
査
、

検
討
を
進
め
な
が
ら
計
画

す
る
。

 　
鮫
川
村
を
故
郷
と
す
る

多
く
の
村
内
出
身
の
方
々

や
、
交
流
会
な
ど
で
鮫
川

村
を
訪
れ
る
都
会
の
方
々
、

村
民
の
中
か
ら
も
、
湯
の

田
温
泉
を
利
用
し
た
宿
泊

施
設
を
望
ま
れ
て
い
る

が
、
温
泉
を
利
用
し
た
宿

泊
施
設
に
つ
い
て
、
村
長

の
考
え
を
伺
う
。

 

　

私
も
、
鮫
川
村
に
は
宿

泊
施
設
が
な
い
の
か
と
い

う
何
人
も
の
人
か
ら
話
を

聞
い
て
い
る
。
小
さ
な
村

で
の
旅
館
業
は
か
な
り
厳

し
い
。
民
間
の
相
当
な
力

を
入
れ
て
営
業
す
れ
ば
、

十
分
経
営
に
な
る
温
泉
の

泉
質
で
は
あ
る
が
、
役
所

で
の
経
営
で
は
容
易
で
は

な
い
。

 　
舘
山
公
園
、
鹿
角
平
、

江
竜
田
の
滝
な
ど
、
一
泊

し
て
も
十
分
な
観
光
が
出

来
る
村
に
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
し
て
も
利
用
で
き
、
十

分
な
経
済
効
果
が
期
待
で

き
る
。
湯
の
田
温
泉
の
権

利
を
取
得
し
た
こ
と
は
、

鮫
川
村
に
と
っ
て
大
き
な

資
産
で
あ
る
。
雇
用
、
就

労
の
場
の
拡
大
の
た
め
宿

泊
施
設
を
作
る
べ
き
で
は
。

 

　

宿
泊
施
設
を
建
設
す
る

と
な
る
と
、
20
億
、
30
億

の
事
業
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
事
業
を
手
掛
け
る
に

は
村
民
の
合
意
が
必
要
で

あ
る
。
議
会
の
皆
さ
ん
全

員
の
思
い
切
っ
た
行
動
も

必
要
だ
。
私
も
鮫
川
村
に

は
1
0
0
人
規
模
の
宿
泊

施
設
が
あ
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
る
。
道
の
駅
も

厳
し
い
環
境
だ
が
、
皆
さ

ん
と
協
議
を
し
な
が
ら
、

次
の
世
代
に
夢
や
希
望
を

持
た
せ
ら
れ
る
事
業
を
手

掛
け
て
い
く
。

利活用が期待される湯の田温泉源

観
光
開
発

湯の田温泉の利活用策を示せ

答

問
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再
質
問

答
弁（
村
長
）

北
條 

利
雄 

議
員

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

　
事
務
事
業
の
評
価
制
度

は
、
必
要
性
、
効
率
性
、

有
効
性
な
ど
の
点
検
・
評

価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

政
策
等
に
反
映
さ
せ
、
継

続
的
に
実
施
す
る
こ
と

で
、
よ
り
効
果
的
か
つ
効

率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
及
び
行
政
運
営
を
進

め
て
い
く
た
め
の
手
法
で

あ
る
。
本
村
で
も
「
事
務

事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
」
を

導
入
す
べ
き
。

　
全
庁
的
な
取
り
組
み
が

必
要
と
な
り
、
付
加
的
な

業
務
と
捉
え
が
ち
で
職
員

の
意
識
改
革
が
困
難
。
政

策
施
策
事
務
事
業
体
系
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
り
、

目
的
体
系
図
作
成
が
困

難
。
統
一
的
で
か
つ
個
々

の
事
業
に
適
切
な
評
価
指

標
が
困
難
。
職
員
の
作
業

負
担
の
課
題
や
評
価
結
果

の
事
業
見
直
し
へ
の
反
映

方
法
が
不
明
確
等
、
住
民

満
足
度
の
把
握
が
困
難
等

質 

問

質 

問
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
導

入
に
つ
い
て
は
検
討
を
加

え
考
え
る
。

　
行
政
評
価
は
お
ろ
そ
か

に
で
き
な
い
、
規
模
が
小

さ
く
て
も
近
づ
け
る
努
力

が
必
要
。

　
評
価
制
度
を
取
り
入
れ

る
検
討
を
行
う
。

問
政
策
条
例
化
の
た

め
の
体
制
整
備
を

伺
う

答
職
員
個
々
の
力
量

向
上
を
目
指
す

問
公
共
工
事
等
の
適

正
施
工
管
理
手
引

書
の
策
定
を
伺
う

答
県
の
指
導
、共
通
仕

様
書
や
工
事
監
督

執
務
要
項
等
を
参

考
に
職
務
遂
行
す
る

　
公
共
工
事
等
の
品
質
確

保
は
、
受
発
注
者
に
課
せ

ら
れ
た
責
務
で
あ
る
。
公

共
施
設
の
質
と
耐
久
性
の

向
上
を
目
指
し
た
施
工
管

理
、
管
理
監
督
が
重
要
で

あ
る
。
特
に
、
現
場
に
お

け
る
日
常
の
出
来
高
・
品

質
管
理
は
、
そ
の
品
質
を

大
き
く
左
右
す
る
重
要
な

部
分
で
あ
り
、
そ
の
た
め

の
適
正
な
施
工
の
確
保
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　
公
共
工
事
等
の
適
正
施

工
管
理
の
「
プ
ロ
セ
ス

チ
ェ
ッ
ク
手
引
書
」
を
策

定
し
、
事
件
事
故
を
未
然

に
防
止
す
べ
き
。

　
業
者
の
評
価
や
施
工
管

理
の
プ
ロ
セ
ス
チ
ェ
ッ

ク
、
手
引
書
は
作
成
し
て

い
な
い
。
公
共
工
事
の
管

理
は
事
務
技
術
職
員
が
行

い
、
研
修
会
や
先
輩
職

員
、
県
の
技
術
職
員
の
指

導
を
仰
ぎ
、
県
の
共
通
仕

様
書
や
工
事
監
督
執
務
要

項
等
を
参
考
に
職
務
遂
行

し
て
い
る
。
発
注
者
の
果

た
す
べ
き
役
割
を
理
解

し
、
工
事
の
品
質
確
保
に

努
め
る
。
手
引
書
の
策
定

は
、
必
要
性
を
整
理
し
検

討
対
応
す
る
。

質 

問

取り入れる検討を行う

ネット利用が多く簿冊の
閲覧が少ない例規集

　
適
正
な
工
事
は
発
注

者
、
請
負
業
者
の
双
方
に

責
任
が
あ
り
、
事
件
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
ど

こ
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

か
が
重
要
。
手
引
書
を
策

定
し
、
実
行
す
べ
き
で
あ

る
。

　
県
の
指
導
を
仰
ぎ
、
共

通
仕
様
書
や
工
事
監
督
執

務
要
項
等
を
参
考
に
職
務

遂
行
す
る
。

　
小
規
模
自
治
体
で
は
職

員
を
法
務
事
務
の
た
め
に

専
門
特
化
さ
せ
難
い
こ
と

な
ど
、
様
々
な
課
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
ま
す
ま
す
複
雑
・

多
様
化
す
る
行
政
課
題
に

対
応
し
た
適
切
な
政
策
の

実
行
に
資
す
る
こ
と
や
、

地
域
が
抱
え
る
問
題
に
対

し
て
、
独
自
条
例
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
問
題
の
解

決
を
図
る
必
要
性
も
求
め

ら
れ
る
。
本
村
の
条
例
化

等
の
整
備
検
討
及
び
的
確

な
例
規
整
備
の
現
状
と
今

後
の
体
制
整
備
を
伺
う
。

　
近
年
の
法
改
正
は
、
よ

り
複
雑
多
肢
に
わ
た
る
も

の
が
多
く
、
法
解
釈
に
お

い
て
職
員
の
力
量
が
必
要

と
さ
れ
る
。
地
域
の
諸
課

題
解
決
の
た
め
の
政
策
法

務
を
目
指
す
体
制
整
備
は

大
き
な
課
題
。
研
修
等
を

通
し
て
、
職
員
個
々
の
力

量
向
上
を
目
指
す
。

行
政
事
務

事務事業の評価制度の導入を伺う

答

問
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再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

前
田 

武
久 
議
員

質 

問

整理統廃合などを精査する

　

現
在
我
が
村
に
は
審
議

会
、委
員
会
と
い
っ
た
付
属

機
関
が
22
以
上
も
設
置
さ

れ
て
い
る
。過
去
２
、３
年

に
１
回
も
会
合
が
開
催
さ

れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
と

聞
く
。諮
問
機
関
の
見
直

し
を
図
る
べ
き
と
考
え
次

の
３
点
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

①
審
議
会
な
ど
の
諮
問
機

関
は
今
後
も
存
続
さ
れ
る

の
か
。

②
諮
問
機
関
の
年
間
活
動

日
数
は
。

③
諮
問
機
関
の
名
称
、役

割
構
成
名
簿
は
。

　

付
属
機
関
は
法
律
、条

例
で
設
置
す
る
。委
員
は

自
治
体
職
員
以
外
の
学

識
経
験
者
や
公
募
に
よ
り

委
員
と
な
る
。ま
た
審
議

会
、調
査
会
、委
員
会
等

を
付
属
機
関
に
準
ず
る
機

関
と
し
て
要
綱
を
設
置
し

て
い
る
。

　

運
営
の
適
正
と
効
率
化

を
図
る
観
点
か
ら
、活
動

が
き
わ
め
て
不
活
発
な
も

の
の
廃
止
、設
置
目
的
が

類
似
す
る
も
の
、関
係
性

が
高
い
も
の
は
整
理
統
合

等
の
検
討
を
す
る
。

　

通
告
時
に
資
料
提
供
を

求
め
て
い
る
が
、委
員
名

簿
、活
動
内
容
が
未
提
出

と
な
っ
て
い
る
が
、そ
の
理

由
は
。ま
た
活
動
記
録
は

残
っ
て
い
る
の
か
。

　

委
員
会
が
延
べ
９
回
開

催
さ
れ
、行
政
側
の
構
想
原

案
を
審
議
し
、不
必
要
な
も

の
や
村
民
が
望
ま
な
い
も

の
を
省
い
た
が
、先
般
の
答

弁
で
全
て
答
申
さ
れ
た
よ

う
に
聞
い
た
が
い
か
が
か
。

　

湯
の
田
温
泉
基
本
構
想

検
討
委
員
会
、村
中
心
街

活
性
化
委
員
会
は
答
申
後

解
散
す
る
考
え
で
あ
っ
た

が
、解
除
し
て
い
く
。温
泉

活
用
の
ス
タ
ン
ド
建
設
、温

泉
利
用
ハ
ウ
ス
、養
魚
施
設

は
シ
ス
テ
ム
上
で
き
な
い

方
向
。今
後
、村
民
に
喜
ば

れ
る
利
用
を
検
討
中
。

　

名
簿
、活
動
日
誌
記
録

簿
の
提
示
は
。

　

委
員
会
が
数
多
く
あ

り
、精
査
後
に
提
出
す
る
。

　

今
提
出
で
き
な
い
と
い

う
答
弁
は
恐
ら
く
、諮
問

委
員
の
顔
ぶ
れ
は
似
通
っ

た
方
々
。同
じ
人
が
同
じ

発
想
で
は
新
鮮
味
が
な
い
。

今
後
は
幅
広
い
分
野
、村

内
か
ら
の
意
見
を
聴
収
す

る
諮
問
委
員
を
期
待
す

る
。今
後
の
整
理
統
合
を

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　

答
申
を
受
け
た
委
員
の

削
除
、委
員
会
の
統
廃
合
、

必
要
と
思
わ
れ
る
委
員
会

の
精
査
を
し
た
な
ら
委
員

に
知
ら
せ
る
。

　

委
員
会
の
一
覧
表
に

載
っ
て
い
な
い
諮
問
機
関
、

何
度
も
一
般
質
問
で
質
し

た
が
、振
興
公
社
の
設
立

委
員
会
は
最
近
は
開
催
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　

村
振
興
計
画
の
振
興
公

社
は
ま
だ
廃
止
し
て
い
な

い
が
こ
の
資
料
に
は
見
あ

た
ら
な
い
。こ
れ
か
ら
審
議

を
願
う
も
の
だ
が
、最
近
活

動
し
て
い
な
い
の
で
下
積

み
に
さ
れ
、５
年
ぐ
ら
い
開

催
し
て
い
な
い
。今
後
検
討

し
て
い
く
。

行
政
事
務

諮問機関の見直しを図るべき

答

問
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過去の一般質問が行政に反映されているか、
その後の経過を検証します。

※定例議会での「一般質問」は議員の「政策提言」や、「村民の皆様の声」を村政に反映できる唯一の場となります。
   村の事業計画には慎重な検討が必要であり、費用対効果や予算措置の諸事情により時間を要する場合もあります。

あの一般質問

公共トイレ整備　
　村民や来村者が
安心して利用でき
る公共トイレの整
備が必要。

平成２８年３月議会
平成２８年9月議会

質問 ・ 提言
　設置場所や施設
の表示を含め、利
用者の安心に応え
られる施設整備を
検討する。 
　観光施設は管理
棟に従事する方に
確認し、対応する。

答　　弁
　平成29年
度に「手・ま
め・館」の敷地
内に野外公共
トイレの建設
が計画され、
鹿角平観光牧
場のトイレも
洋式化される
事となった。

経過及び結果

学校の緊急連絡シ
ステム整備
　緊急発生時や教
室間の連絡システ
ムとして通信機器
を導入すべき。

質問 ・ 提言
　通信機器は必要
だが、緊急時には
小学校規模からい
えば、大声を出せ
ば隅々までわか
る。現在は安全は
確保できている。

答　　弁 経過及び結果

生活飲料水確保の
補助制度
　枯渇し困窮して
いる自家用水利用
家庭への水源確保
への補助を増額す
べき。

平成２８年９月議会

質問 ・ 提言
　自家用水道確保
の一軒あたりの工
事費は72万円であ
る。補助金の増加
は、来年度の予算
編成で検討する。

答　　弁
　飲料水不足
の現状に対応
して、水源確
保工事費の半
額補助。ボー
リングに 5 0
万、井戸枠設
置に20万の補
助制度が制定
された。

経過及び結果

第7弾
どうなったっぺ？

洋式化される鹿角平観光
牧場トイレ

平成２８年１２月議会

　通信機器導
入には消極的
な答弁であっ
たが、その後
検討され、新
年度に、鮫川
小学校の通信
機器設置が計
画された。 通信機器が導入される

鮫川小学校

補助率が高まった飲料水
確保事業



◆ 木質ペレット製造工場

　群馬県上野村の人口1283人。
　群馬県では最小の自治体であり、我が村以上に過疎は深刻の度合いを強め、集落の中
でその存続が危ぶまれる地域が発生している。過疎からの脱却には、何より若い力の結
集が必要であると考え、若い世代を対象とした定住対策に力を注いでいる様々な取り組
みを視察しました。

　木質バイオマスとは、「木材に由来する再生可能な資源」のこと。まき、木炭、チップ、ペレット
などの、木を利用した燃料は、森林の適正な管理により持続可能なエネルギーであり、地球温暖化防
止や循環型社会づくりにもつながると言われています。

　搬出間伐に対して補助
金の嵩上げ等の支援を実
施し、搬出された間伐材
を有効活用するための木
質ペレット工場。ペレッ
トボイラーを導入した村
内温浴施設で使用するほ
か、村内各家庭へペレッ
トストーブ導入を促進し
ている。

◆ 木質バイオマス発電
　木質ペレットをガス化
して行う木質バイオマス
発電事業。上野村の発電
量は180kwhと小規模だ
が、木材活用の出口が確
保されることで、森林整
備の推進や雇用の創出に
おいて大きな効果が生ま
れている。

【木質バイオマスエネルギー（木を利用した燃料）】

定住対策先進地視察

さめがわ議会だより第149号　16

挑戦と自立の上野村！！
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　僕の将来の夢はまだ決まっていませんが、みんなを笑顔にでき
るような事をやりたいです。そのために頑張りたい事が２つあり
ます。
　１つ目は、親切にする事です。誰にでも親切にする事で、色々
な人とコミュニケーションをとれるからです。
　２つ目は、明るく接する事です。自分が暗いと、相手の方が不
安になってしまうし、話しづらくなってしまうからです。
　ぼくの夢が決まるように、これからもこの２つを続けていきた
いです。そして、自分の夢を見つけて、実現できるように頑張っ
ていきたいです。

親切と明るさを心掛けたい

村民の広場

大字渡瀬、藤田伸司さん、
早苗さんの長男

がんばれ！！ 

村の担い手私の夢シリーズ 9

6
月
定
例
議
会
傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

議
会
傍
聴
者
か
ら
の
ひ
と
言

藤田  大翔くん (鮫川中１年)

村
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
た
。
よ
く
勉
強
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

写
真
、
本
等
を
参
考
に
し
て
説
明
が
あ
っ
た
の
で
良
く
分
か
っ
た
。

・・ ◆ 

議
員
の
発
言
内
容
は
良
く
分
か
り
ま
し
た
か

前
向
き
な
発
言
は
心
に
し
み
ま
す
。
次
年
度
の
予
算
と
の
関
連
を
考
え
な
が
ら
調

査
さ
れ
た
回
答
だ
と
想
い
ま
す
。

丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

・・ ◆ 

答
弁
者（
村
長・教
育
長
）の
発
言
は
わ
か
り
ま
し
た
か

質
問
内
容
に
つ
い
て
実
施
で
き
る
事
業
、
で
き
な
い
事
業
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
優
先
順
位
を
決
め
て
予
算
の
範
囲
内
で
実
施
し
て
欲
し
い
。

村
の
振
興
、
住
民
の
生
活
の
向
上
の
た
め
に
、
幅
広
く
質
問
さ
れ
た
議
員
が
多
く

し
っ
か
り
議
員
活
動
を
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
て
い
る
議
案
が
ど
ん
な
も
の
か
を
知
り
た
い
。
休
憩
な
し
で
お
疲
れ
様

で
し
た
。

今
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
、
す
べ
て
は
村
民
の
た
め

で
す
。
教
育
長
と
村
長
が
回
答
し
て
い
ま
す
が
、
各
課
長
さ
ん
の
話
も
聞
い
て
み

た
い
。

・・・・ ◆ 

そ
の
他
の
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
９
月
定
例
議
会
は
９
月
中
旬
の
予
定
で
す
。
各
議
員
の
質
問
、
村
長
は
じ
め
教

育
長
の
答
弁
も
「
村
を
良
く
す
る
た
め
」
に
真
剣
で
す
。
村
民
の
皆
様
の
議
会
傍

聴
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

議
会
傍
聴
を
お
願
い
し
ま
す
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新
緑
が
美
し
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
草
地
や
水
田
も
緑
一
色
と
な
り

農
作
業
に
も
活
気
が
満
ち
て
い
ま
す
。

　

鹿
角
平
観
光
セ
ン
タ
ー
に
も
、
今

は
休
日
に
な
り
ま
す
と
キ
ャ
ン
プ
を

す
る
家
族
連
れ
が
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
村
議
会
も
村
民

の
た
め
に
分
か
り
や
す
い
議
会
を
目

標
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
議
会
だ
よ
り
を
御
愛
読
い
た
だ

き
、
御
意
見
や
御
指
導
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
編
集
委
員
）

編
集
後
記

た
。
夫
（
故
人
）
と
も
そ
こ
で

知
り
合
い
、
共
に
音
楽
を
中

心
と
し
た
活
動
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

も
う
17
〜
18
年
く
ら
い
前

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
村
興
し

事
業
の
一
環
と
し
て
村
で
も
ぜ

ひ
う
た
ご
え
を
や
っ
て
は
？
と

い
う
お
話
が
あ
り
、
う
た
ご

え
喫
茶
と
も
し
び
の
お
客
様

を
誘
い
、
バ
ス
１
台
で
東
京
か

ら
や
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
私
は
最
初
の
１
回
（
家

族
全
員
で
参
加
）
だ
け
で
し
た

が
、
大
変
好
評
で
そ
の
後
３

回
く
ら
い
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
で
も
そ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
さ

れ
た
お
客
様
か
ら
「
お
父
さ
ん

は
元
気
に
し
て
る
か
な
？
ま
た

行
き
た
い
ね
〜
」
な
ど
と
声
を

か
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
田
舎
は
何
も
な
い
と
こ

ろ
と
言
う
と
、
皆
さ
ん
一
様
に

「
そ
こ
が
い
い
ん
だ
よ
ね
。」
と

言
い
ま
す
。
自
分
が
住
ん
で

い
る
と
き
は
解
ら
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
こ
の
年
に
な
る
と
そ
う

い
う
こ
と
が
解
っ
て
き
た
り
し

ま
す
。

　

と
も
し
び
で
は
「
出
前
う
た

ご
え
」
と
称
し
て
全
国
各
地
に

呼
ば
れ
て
行
く
と
か
、
東
北

の
震
災
の
後
は
「
歌
の
力
支
援

募
金
」
を
集
め
、
仮
設
住
宅

や
避
難
さ
れ
た
人
た
ち
の
た

め
に
一
緒
に
歌
い
元
気
に
な
っ

て
も
ら
う
活
動
も
続
け
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
私
が
所
属
す
る
と

も
し
び
合
唱
団
の
定
期
演
奏

会
を
８
月
に
開
催
す
る
た
め
、

日
々
練
習
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
チ
ケ
ッ
ト
普
及
の
た
め
に

い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
一
日
う
た

ご
え
喫
茶
に
行
き
ま
す
。
い

ま
全
国
で
は
そ
う
い
う
場
所

が
千
以
上
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
し
か
も
ほ
と

ん
ど
が
私
よ
り
若
干
年
上
の

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
と
言

わ
れ
る
方
た
ち
が
中
心
に
な
っ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
客

様
も
同
年
代
の
方
た
ち
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
皆
さ
ん
と
っ

て
も
は
つ
ら
つ
と
し
て
お
元
気

に
歌
っ
て
い
ま
す
。
歌
う
こ

と
っ
て（
カ
ラ
オ
ケ
じ
ゃ
な
く
）

元
気
が
出
る
こ
と
、
こ
れ
か

ら
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今

は
都
議
選
の
真
っ
最
中
で
す
。

私
の
職
場
の
隣
の
駅
は
築
地
で

す
。
安
全
、
安
心
な
（
・
・
ど

こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
）
食
の

ブ
ラ
ン
ド
を
守
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

ご
寄
稿
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

　

１
２
５
／
９
５
、
今
朝
の

血
圧
ま
あ
ま
あ
か
な
。
と
い

い
な
が
ら
出
か
け
る
の
が
、
一

昨
年
く
も
膜
下
出
血
で
倒

れ
て
か
ら
増
え
た
私
の
日
課

で
す
。

　

私
が
故
郷
を
離
れ
た
の
は

高
校
卒
業
と
同
時
で
、
茨
城

に
２
年
（
短
大
）
い
た
あ
と
20

才
で
就
職
の
た
め
東
京
に
出

て
き
ま
し
た
。
今
か
ら
40
年

以
上
前
の
こ
と
な
の
で
す
ね
。

就
職
後
し
ば
ら
く
は
会
社
以

外
で
は
一
人
で
映
画
を
見
に
行

く
と
か
、
た
ま
に
テ
ニ
ス
を
し

に
行
く
と
か
、
飲
み
に
行
く

と
か
、
そ
れ
な
り
に
充
実
し
て

は
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
生
ぬ

る
い
生
活
に
転
機
が
訪
れ
た
の

は
、
今
も
活
動
し
て
い
る
「
う

た
ご
え
喫
茶
と
も
し
び
」
に
出

会
っ
て
か
ら
で
す
。
は
じ
め
て

同
世
代
の
友
だ
ち
が
で
き
、

仲
間
が
で
き
、
そ
の
中
で
い
ろ

い
ろ
な
企
画
を
立
て
て
参
加

者
を
募
り
実
施
し
て
い
く
こ
と

の
楽
し
さ
も
覚
え
、
仕
事
で

は
得
ら
れ
な
い
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

佐藤 利恵子さん（旧姓鈴木）
（大字赤坂中野字新宿出身）

東京都杉並区在住

さ　   とう　　 り 　 え 　 こ

歌
う
こ
と
っ
て
、元
気
が
で
る
こ
と
！

◆ プロフィール
・ １９５６年１月１２日生まれ
・ 会社員
・ 子ども二人、猫５匹と同居

 

鮫
川
村
議
会
だ
よ
り
は
「
村
民
の
皆

様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
誌
」

づ
く
り
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
達
の
「
私
の
夢
」
や
、
村
外
に

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
の
「
ふ

る
さ
と
を
想
う
」
欄
へ
ご
寄
稿
し
て

下
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
是

非
と
も
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
感
想
や

ご
意
見
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

【
議
会
事
務
局
】
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ま
で


